
  

 

 

千駄ヶ谷日本語教育研究
所付属日本語学校では、
今年度も防災避難訓練を
実施しました。

10月30日（木）、3校舎それ
ぞれにおいて、地震・火災を
想定した訓練を行いました。
この訓練は、災害発生時に自
分の身を守り、落ち着いて安
全に避難行動を取ることがで
きるようにすることを目的と
して、毎年実施しています。

学生たちは、教職員の指示に従いなが
ら避難経路や行動手順を確認し、真剣
な様子で取り組んでいました。また、
消火器の使用訓練も行いました。学生
たちは実際に操作を体験し、「使い方
がわかった」「いざというときに落ち
着いて対応できそう」といった感想が
聞かれました。

防災避難訓練は、学生一人ひ
とりが防災意識を高め、日本
で安心して生活するための知
識と行動を身につける良い機
会となっています。


